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平均曲率流において特に重要なのはタイプ II の場合である。 




























































 平均曲率流(MCF と略)は面積を最も効率よく減らす変形である．Ft: M
n→Rn+m とするとき， = 
Ht （Ht =tr Btは平均曲率，Btは第２基本形式）が MCF 方程式である．一般に MCF は有限時間 t0
で特異点をもつ．特異点は I 型，II 型に分類され， I 型は凸超曲面，シリンダーなどが潰れて
現れる特異点で，self-shrinker とよばれ, |B|2 < をみたす．これ以外の特異点は全
て II 型とよばれる．超曲面及び I 型はよく研究されているが，当学位論文では，ほとんど先行
研究のない余次元が高い MCF の II 型の特異点の研究を行った．例としてトランスレーティング
ソリトン（T-ソリトンと略），すなわち定ベクトル T に対して H=  をみたすものがあり，これ
は Ft=F0+tT なる平行移動で与えられる形を変えない永久解である．既知の例は grim reaper γ: 
y＝-log cos x，漸近的に paraboloid となる paraboloidal T-ソリトン，翼型の曲線 c を回転さ
せてできる catenoidal T-ソリトンがある．  
【定理１】法束平坦な Rm+n の T-ソリトン Mn の法空間の m ベクトル E と定 m ベクトル A が，
w=det(EtA)>0 および v=1/w=o(R1/2)をみたすならば， M は平坦である．  o(R1/2)の評価は
paraboloidal T-ソリトンの存在により最良である．  
【定理２】永久解 Mn×(- , )→Rn+1 に対して w c をみたす c>0 と，|H(p,t)|  cH をみたす
cH 0 が存在するならば，Mは平坦である． 
【定理３】catenoidal T-ソリトンのリーフである球面をその極小部分多様体 N に制限すること
により，高余次元の T-ソリトンが無数に得られる．特にこの主法ベクトルν= は平行である．  
【定理４】Rn+m の完備 T-ソリトン Mn の主法ベクトルν= が平行， が M で最大値をとるなら
ば Mn=Nn-1×γと分裂する．ここに Nは Rn+m-2の極小部分多様体，γは grim reaperである． 
 
これら一連の研究は，幾何解析（熱流，最大値原理等）を駆使する緻密な計算と独自のアイディ
アを要するものであり，先行研究を遥かに越える業績で，自立して研究活動を行うに必要な高度
の研究能力と学識を有することを示している．したがって，國川慶太提出の博士論文は，博士
（理学）の学位論文として合格と認める 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
